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抗 議 文 

 

貴国が、今年の９月と１０月にニューメキシコ州の研究施設で新たな

タイプの核実験を実施した。  

 

核爆発を伴わないとはいえ、新たなタイプの核実験の実施は、今後も

核兵器を持ち続ける意志を表したものであり、断じて許すことはでき

ない。こうした行為を続けることは、被爆者をはじめ核兵器廃絶を求

める多くの人々の願いに背くとともに、他の核保有国や核保有願望国

に核開発推進の口実を与え、オバマ大統領自身が２００９年にプラハ

での演説において目指すとした「核兵器のない世界」の実現を一層遠の

かせるものである。被爆地ヒロシマ及び世界の６，３００を超える都市

が加盟する平和首長会議を代表して厳重に抗議する。 

 

昨年６月のベルリンでの演説においても、核軍縮の決意を表明したオ

バマ大統領は、貴国自らを核軍縮の模範となるよう先導すべきである

にも拘わらず、核実験を繰り返していることに憤りの念を禁じえない。

今後、実際に原爆を体験した被爆者の辛く悲しい体験や平和への思い

を深く理解していただき、私たちの期待を裏切ることのないよう、一日

も早い核兵器廃絶の実現に向けて努力されるよう強く求める。  

 

２０１４年１１月４日  

平和首長会議会長 

広島市長 松井 一實  

 


